
１．会計別予算規模
（単位：百万円、％）

２３年度 ２２年度 増減額 伸率

当初① 当初② ①-②=③ ③/②

1,559,4711,533,483 25,988 1.7

3 1,619 △1,616△99.8
県財政の調整・健全運営のため、財政調整基金の管理
を行います。

297,713 332,360 △34,647△10.4
満期一括償還分などの県債の償還・借換、県債管理基
金の管理を行います。

12,222 10,798 1,424 13.2
自動車の登録時に証紙で納付される自動車税・自動車
取得税を経理します。

298,733 276,583 22,150 8.0
地方消費税の都道府県間の清算・徴収取扱費の支払い
を行います。

1,800 1,800 0.0
市町村が行う公共施設の建設事業等に対して、必要な
資金の貸付を行います。

660 656 4 0.6
母子家庭・寡婦の経済的自立を支援するため、修学・修
業資金等の貸付を行います。

739 751 △12 △1.6
心身障害者の扶養者からの掛金により、障害者に年金を
支給します。

4,197 4,484 △287 △6.4
日本コンベンションセンター国際展示場の管理運営等を
行います。

1,973 2,169 △196 △9.0
小規模企業者等に対する設備資金貸付事業、設備貸与
事業等に必要な資金の貸付を行います。

298 360 △62△17.2
新規就農のため必要な施設・機械の導入等に対し資金
の貸付を行います。

408 413 △5 △1.2県有林の維持管理・林産物の生産を行います。

41 42 △1 △2.4
林業経営や木材産業経営の改善、林業労働従事者の確
保に必要な資金の貸付を行います。

203 203 0.0
沿岸漁業者の経営安定と漁業生産力の増強のため、必
要な機器の導入等に対し資金の貸付を行います。

2,815 △2,815 皆減
地価の高騰等に対処するために用地を先行取得し、公
共事業の円滑な執行を図ります。

1,094 999 95 9.5
高等学校の在学者で、経済的理由により修学が困難な
者に対して学費の貸付を行います。

9,299 9,192 107 1.2船橋オートレースの運営を行います。

1,528 1,522 6 0.4
千葉港・木更津港等における荷さばき施設の建設・維持
管理を行います。

28,106 28,639 △533 △1.9
印旛沼・手賀沼・江戸川の３流域に係る流域下水道の建
設・維持管理を行います。

12,339 12,655 △316 △2.5
つくばエクスプレス沿線や金田西地区における土地区画
整理事業を行います。

671,356 688,060 △16,704 △2.4

上水道事業 収益的収支 67,556 68,785 △1,229 △1.8

資本的収支 48,211 42,755 5,456 12.8

病院事業 収益的収支 42,710 40,589 2,121 5.2

資本的収支 5,579 5,106 473 9.3

土地造成 収益的収支 20,764 20,267 497 2.5

整備事業 資本的収支 29,747 23,575 6,172 26.2

工業用 収益的収支 12,164 12,433 △269 △2.2

水道事業 資本的収支 10,252 9,169 1,083 11.8

公営企業会計　計　（Ｃ） 236,983 222,679 14,304 6.4

合計（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）　 2,467,8102,444,222 23,588 1.0

土地区画整理事業

特別会計　計　（Ｂ）

公共用地取得事業

奨学資金

公営競技事業

港湾整備事業

営林事業

林業・木材産業改善資金

沿岸漁業改善資金

流域下水道事業

日本コンベンションセン
ター国際展示場事業
小規模企業者等設備導
入資金
就農支援資金（農業改良
資金から名称変更）

地方消費税清算

市町村振興資金

母子寡婦福祉資金

心身障害者扶養年金事
業

一般会計      （Ａ）

財政調整基金

県債管理事業

自動車税証紙

幕張新都心や千葉ニュータウン等における土地造成整
備事業を行います。

会　　計　　の　　概　　要

工業用水道事業を行います。

県立病院の運営を行います。

県営水道事業を行います。
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